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個体群生態学のすすめ

江口和洋

ある c したがって、日本でこの分野の研究者

層カζうすいということが、鳥学会全体のレベ

ルアップの妨げとなっていると思う＝

日本では、なぜ鳥類の個体群の研究が少な

いのかc 生態学は成果がでるまでに長ト年月

がかか 1）、個体群研究はその最たるものであ

るコこれか主要な理由の一つである＝データ

の収集に長期の研究カt必要で、かつ繁殖期に

は多数の番レについて集中的な謂査を行なう必

要がある＝しかも、データの収集に労が多い

割に結果の情報量は多くないぞその課題によ

っては、一年間のデ タカtグラフの中の一点

にすぎない場合もあるコ 「継続は力な＇）」と

はいえ、短期間仁成果を上げたいと思うもの

は、もっとデータが多量にとれる行動の研究

などを選ぶfごろう＝また、研究機関にポスト

烏の研究を行なっているが、自分をいわゆ

る「鳥屋」や「烏学者」と a思ったことはなく、

むLろ「生態学者」、なかでも「個体群生態学

者J i二近いものと思っている c 島学会大会の

プログラムをみると、会員の研究の主流は生

態学であることがわカーるごしかし、生態学の

中でも個体群や群集を取 1）扱う、昔流でLhえ

ば「群生態学」分野の研究は少ない二ひるカ

えって、海外に目を向けたらどうであろうか＝

「個体群生態学は既に死に絶えた」（個体群生

態学会報48号） t言う見方もあるが、個体群

生態学や群集生態学は鳥類生態学の重要な分

野であゆ、なカ－には．鳥類での研究が他の生物

での研究そリードしてレる分野もある｛群集

生態学などL個体群生態学の理論や手法は他

の分野の研究を進める上の基礎正なるもので
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個体群生態学のすすめ

を持つ研究者が少ないことも、大量打データ

を収集する主期の研究ち困難にしているし、

環境の改変’が激L＜長期に安定して謂査でき

るフィールドが少ない二となど、長期の研究

の遂行を匝むものは多いニその上、個体群研

究では多様な制御不可能な要因が関与するた

めに、取れるデータがあいまいな傾向しか示

きないことが多いコこのことは研究意欲をそ

ぐ原因にもなる 2 また、個体群研究に販らな

いが、会員が世界の趨勢を知る手段が限られ

ていることも理由の一つであろうニ鳥学会め

ような特定の分類群を対象とした学会は多く

のアマチニアを会員に持っと L、う特f径があるさ

そのため、ほとんどプロの研究者で占められ

る他の学会仁比べて、先端の学問レベルを知

る機会｛専門雑誌や図書のある図書館の利用、

国際学会への参加、適当な日本語の解説書な

ど）が少ない。これは大きな障害であると思

1 

では、鳥類研究においても、個体群生態学

は死に絶えてもしカ・たないものだろうか＝否3

日本の鳥類生態学研究に必要なものがこれで

ある＝科学においては理論化から検証のコー

スを経て諸現象の解明がなきれる 2 そのため

に最も能率的なのは、遺伝学におけるキイロ

ショウジョウパエ、分子生物学での大腸菌の

ような扱いやすい材料を選ぶことである。し

かし、生態学の目的を平たく言えば「自然界
~~：‘・..：.

の謎の究明」であり 7いろんな生物で研究，を

進めない限りは謎は謎と，して残り、研究の余

なるコつま L 大量mデ一．タの収集や目覚ま

しい尭見カ哉待て子きな日動弱についても、個

体主手動懇話モユタリふんま必要であり、ここ

では個体群生態学的な研究が要請きれるご

では、どうすればいいのかご毛!..Iま「まず手

近から攻めよ」と言いたいご鳥学会の発表を

兎ても、「・…ーの繁殖生態」とか「……の生息

環境」とかいうタイトルの講演は多い）先に

述べたことと一見矛盾するようであるが、個

体群のデータは得やすいのである二しかし、

発表の多くは結果の報告の域を出ていないご

これをきらに一歩進めるためには、系統だづ

た多量のデータ~長期にわたって収集しなけ

ればならない。この、「多量」と「長期」が撃

しいのであるニしかし、せめて 2年連続でデ

ータをとるfごけでも大きな一歩になる＝ただ

し、適切な実験計画に従わないと長期間とっ

たテPータもゴミになることカまあるコ

良い研究を行なうには、適切な実験計画とデ

ータ解析、それに関連理論の修得が必須であ

る。そのために、プロの研究者、指導的な研

究を進めている研究者の果たきねばならない

役割は大きい。先に述べたようなノンプロ研

究者の被る不自由のいくつかは、プロの研究

者の協力によって解決できょうこ個人Eして

できることはいろいろあると思うが、学会と

してできることを一つ提案したい＝それは、

学会誌に総説の欄を設けて、常時、依頼原稿

などて哩ゆることである。編集委員で鳥類学

全分野ぞ網羅するよう課題のプログラムを作

地；二常に埋められ老いままに主よる。鳥類を4~.「』、そn一つ一つにつL イ適当な人仁原稿を

じめとした脊椎動物ほど個々の種での生態の 依頼するのがよい。いろんな立場グ急員を含～

解明の必要が存在する。つまり、生態学の進 Jみ、研究レベルのバラツキが大きい鳥学会で

む方向としては一般法則の発見と個々の生物 l土、通常の学会のような競争原理よりも相互

での実態の把握の両方向が常に存在し、その

どちらカーが尊いというものでもない。保護や

管理の問題が起こった時には後者の方向が必

要で、このような事態は鳥類や大型晴乳類で

しばしば生じる。ある鳥類やそ丙生息環境を田

保護する必要に迫られた時、たいていの場合

はその種については生態や生息数などがわか

っていない＝近縁の分類群でZも十分な研究が

なきれていなければ、まった〈のお手上げに

扶助によってレベルめ向上をはカaるのが得策

だと思う 3 一流の研究者は個人の資質の問題

であるからほっといてもいずれは何人かは出

現するだろう。今、烏学会l二必要なものは、

．つとに指摘されているよう仁、学会全体の底

上げてーあろう。私は「群生態学」の発展こそ

が日本の鳥類生態学のレベルア yプにつなが

るE考える＝

（九州大学理学部生物学教室）
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国際行動学会

国際行動学会（スペイン）に参加して
松 田 喬

CONFERENCEて’

第23回の国際行動学会（ I EC）は、南スペインの保養地トレモ 1）ノス市で9月1日一 9日仁

聞かれた g 怠l土中村浩志きんの誘いを受けて、 IE Cに引き続いてグラ十ダ大学で行なわれた

Brood parasitismに関するサテライト・ミーティングへの出席を主な目的に参加するこ

とにした士また、上回恵介きんにけしかけられて、オーラルセッションでも発表したこ園内で

も鳥学会しか参加したことがなく、初めての国際学会参加であり、しカーも英語が苦手な怠にと

っては、冷や汗ものであったが、それなりに得るところが多かったc 日本からの参加者は京大

の旧日高研を中心に20数名で、鳥関係では上田恵介きん、大庭照代きん、中村浩志きん、高須夫

悟きんに私という顔ぶれて＼後の 3人は大会後のサテライト・ミ ティングにも参加した＝

発表はプログラムではプレナリ－25題、オーラル172題、ポスター385題と 8つのシンポジウ

ムとなっていたが、欠席も多く、特にポスターには空きが目立ったご内容と対象が多岐にわた

っている上仁、プログラムと講演要旨集カfうまく連携してi な＼，－のて＼内容を確認するのに苦

労した 2

Brood parasitism. Sibling competition. Parental careなどのセッションを中心に聞い

たが、 DXAfingerprintやmt-DNAの分析を使った成果カe目立った＝

オーラルセッション

自分自身の発表について言えば、まずイントロにと用意していったビデオが当日になって使

えなL・ことが分カワ、スライドでしのいだ（同じVH Sでも、ヨ ロッバと日本では方式が違

って使えない）こ OH Pをむこうの指示どおり 15×15個以内の大ききにしたら小き〈、 A4のま

まカf良カーった 2 きらに、寄る年並で暗いところで原稿を読むのにたし hへん苦労した、と失敗ばカー

ワだったが、 f奮を立つ人もなく、質問にも何とか答えることができた＝終わってf常に戻るとき

に Chairmanの Payneきんが「とてもおもしろい内容だった」といってくれたのでホッとし

たこ 2ヲんなに英語に自信カtなくても、やっぱり発表するほうがいいと思う＝

サテライト・ミーティング

Brood Parasitism＇に関するこのミーティングは、 91年に日本で IE Cが開かれたときに軽井

沢で行なわれ、それが大変好評だったことカら再び企画きれた＝今回は、托卵J鳥ばカーりでなく

アリの育児寄生の話もあり、幅が広がった反面、焦点がぼけてしまった感じがした。また、前

回の軽井沢で議論を量り上げていたザハビ、ディービス、ロススタイン、樋口広芳きんなどの

顔が見えなかったのも寂しかった古車しかし、 2健生名と少人数でありミミーティングの合間に催

きれた夜のアルハンプラ宮殿見学や4台のジープに分乗してのシエラ・ネパダ山娠の3000m峰

への日帰り旅行など壷りだくさんの企画があり、全員が顔なじみになり大変なごやかな会とな

ったとそして、今後もぜひ纏続しようと言うことになり、次回は 3年後にオーストラリアで開

こうということになった。帰国後、 IE C貯金を始めたコ次の大会はハワイだ／みなさんふる

って参加しましょう＝ （大宮中央高校）

生物音響学入門講座へのお誘い

春の連休に音声コミュニケーションについての入門講座を開催します。ふるって御参加下き

レ＝定員があリますので2週間前までに往復葉書にて住所・氏名・職業・年令・電話番号を明

記の上、申しこんで下きい。部分参加も可能です。高校生以上の方を対象とします。

3/19 （士） なぜ生き物は鳴くのか。

3/20 （日）

3/21 （月）

生き物の音声の録音と保存ご

生き物の音声の構造を調べる

申込み先．干280千葉市青葉町955一2 千葉県立中央博物館生態学研究科大庭照代
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覆 面座談会
「松山大会を振り返って」

大会か終わ勺た11日九夜、松山市内乃某飲み屋iこお＇.て、ニニース編集委員会の主催で、今

回九大会壱~O返って“言いたい放題” Eいう墜談会がもたれましたさ出！富者名；二公表できま

せんか、二二ース編集委員会よリ 2名、一伝会員ずら 3名刀計5名工性比；二？ 3：♀ 2、年齢

；二30歳以上だ勺ナニ Eぃ4ことだ；十、員tj：コカーに Lでおき三--t

K：て．二、き勺そく大会つ思想、をj主べで.＇＞二

だき三 Lょうかv

N ：よ：：・った、の一言こ

o：守 、そ，，】怠が言おう ELでいだf’J；二ご

E ：：警護会ァ特；こよかてだ ジ－コ夫元： -jま

7トっアニ r

N：タコ鍍と調題もよ子ぐだで

進行方法

K ：三二ちょ勺とま L 拘：言語~－··

N.：霊行ヶ運上て、ベコ講；寅，二食．・ヰrν て匂・

：二三ヶあった戸ど、室長ヶ 3長 15分

三鳴ペでから質問を受．ふだりするかとや

L 冠五二

K.そ1ーで乙昔よ＇ J；ま Lゃー

N . I耳；空でで’ 4ーできるかも＇.＿＿ :, ...ふど、発

表者，二存問守r てええ＇.... ・ 12-'i示て終2コら

でたらええやんか：質問もできる L

K：そl主ら 3団鳴らす：－.を、 IO庁、 11分、

12分．二 Lたらヲ

4 

o：関連Lだ講演を集めて、ーっすっ:7)講演

二J二質問時間を取らずに、最後iこま E的

で質問Eいう形；こ Lたらど・うヲ

E：演者カ，・1三なくな，τてる可能性もみるよご

自分刀聞きだい講演元そ九時間帯；こあτ

たリしで日

o. そ 1：；工あ λ ま •i だ2づ

M ：質問者も、＝なくな勺てるヵーも

N ：質問カJ出ないとき J二どうするヲ

o：そL；：；室長九裁量にまかぜたんヲ

E: ;;:-; ，二15分ごっ休憩；二せ’いた；’ごと思二二・，

生珪学会なんか；二長ニウキニ内て L;: ' 

日程

N ：今受J二；；；；－ iL 3 l::lで、同時二 3会場ある

E乙あてた；ムど、あ1二；二ど..：：， ：＇：・三－

M: 3日で仁関戸：士、一足，，主、〉

K ：だにだに多；~－てきた乙ーら、そ f .: Z己

D会主号：らいまて出来るιどち－－ -・ ' 

N: 3己．こすると主催者三JL乙乙・乙とち t

つヲアニ．、で．、 28 

で、土日やつだん
J’－ .~ ＿＿！..・‘ふこい ~－：~： 、 f',L 

．互理由ヵ・ゐる九三・

K ：仕事を持ってるマ

？手ニマ－ I、：二・ん

て＼二工日 Lコー宍ダ、

N ：門ン三.・・－：τ命、 二二二孟

の午首ti末む：，－，でも

苦労するでご

o：思．・切ぺでf木三な

き..，，ダ Jよ



．ご，

発表形式

o：関連っ：十た一般講演を持ってくれば、き

らに論議も盛 1）上カfるのにねえ＝

N ：これだけ本数があれi工、並べるのも大変

をちゃうかな＝

K: IO C I国際鳥類学会議！なんかは、関

連講演を集めて、シンポジアという形

式で運営してるで＼

o：自由集会みたいなものがもっ E確立して

きたらいいを思うご時間も限られている

から、選抜してまとめていくのもひ Eつ

の方向t!E思う＝

N ：いやホンマ、ぞれはええ思うですカ コ

ウならカ γ コウでま Eめる ξかー

E：個生研のようなのほ’ 関連テ マを決

める正いす…－

0：＂コセイケン’て何？ 湖に関係したこと 7

K；個体群生態学会のシシポのことやんかニ

今年は支易湖ゃったから、湖に関係して

なレ二 Eもないけど……（笑）

N ：長めの話を聞く会がよかったc あんな風

に、一人 1時間くらいにして、途中質問

もOKにしたらご

o：学会大会でテ マを決めて講演募集をし

fここ tは？

N ：シンポのテーマて、どんな風に決めるん

かな？

K：実行委員会でし.；.0 

M ：今回、愛媛大の人たちの発表が最後の方

5 

ポスタ一発表

N ：ポスター会場が狭かったニ

0・人カ礼、ぅ，.－n、で行きたい正こうへも fr：十

なかった 3

E.僕も全体的に狭かった E思う＝遊びが必

要Eちゃうかな＝

o：狭い部屋なので、声がワンワン誓いでつ

らかった二 90cm：二ポスターの幅でいっ ζ

いになってしまう 3

M ：時聞はどうヲ

。：広ければあれでよかったけれど一

E ：両鱒で与やってると説明するのもやりにく

o：それと、発表者の立場としてはずっと立

っていなければならないのがつらい＝ユ

トレヒト（前回の国際行動学会議）方式

はどう？一人 5分の‘宣伝トーク’がも

うけられていて、 3分しゃべって、 2分

質問。それで5分たてば途中でも切っち

ゃう c もっと聞きたい人は、あ正からポ

スターの正ころへ行くという形式。

K：：来年の I0 Cでもポスター＆トークいう

のがあるよ。



覆面座談会

（ポスター会場の狭さについては、立川先生

から、会員の皆さんにお詫びしておいてほし

いとの伝言がありました）

要旨集について

N：要旨にグラフもいっしょに載せるという

のはどうかな。

E ：要旨壱送る時点でまとまってたらいいけ

どね。

o：本当はデータ出てるのを発表すべきじゃ

ない？学会によっては厳しいところもあ

るわよ。

E：予稿集が業績になる Eころもあるしね3

0 ：どんな風に書いていいのかわからない人

もいるカーら、アブストラクトの書き方の

例を 5例くらい出したら？

E：画一化していい Eころと悪いところがあ

る正思うミ例文とまったく同じになった

らrうする？

K：日本人の悪い圭二やねこ

N:lべージあるのはいいけど、字が多いと

読むのが面倒くさい＝短Lゐ方が見やすい 3

主，きんの自筆のEか、 U君のが意外E読

みやすかったっ

o：あ三『）制限をしないで、目安を示せばい

いと思うこ良い例を集めたら？

コアジサシの自由集会

，＝・・ι 

6 

K：僕は出てないけど、あれはすごかったねご

Kさんはよくやったねこ

N ：一つのテーマをとことんやる圭いうのは、

いいと思う。あんなのは今回はヒめてと

ちゃうかなc 大変ゃったろうけどー

M ：ああいうのをすると研究者のネットワー

クが出来ていいんじゃない？

特別講演

M ：メラーきんには悪いけど、彼カf来れなカ・

ったおかげで、立川先生の話が聞けたも

グ〉ー

o：面白かったよねえー勉強になったわ二メ

ラーの話の内容は知ってるから、こっち

の方がよかったとカ、会場で言ってた人

もいたわよ 2

K：ぞれはワシや（笑｝二

M ：あれは向こうのエージェシシイが臼付を

間違ったのよ c メラーきんは自分カ間違

ったかと、思っていたそうよc

E：先に出てしまってたから、中で何が起こ

ってるか知らんかった（笑L
M ：アナウンスヵ、悪いんよねえニ

N ：結果的にはメラーも聞けたし、立川先生

の話も聞けた。ラッキー／昼休みも有効

利用できたしτ 弁当持ち込みもええん正

ちゃうかな。

o：でも、食事しながらじゃねえー

N ：昼の 1時間、遊ば

せる必要ないと思

ヴー

E ：けど一般講演は一

応オフィシャルな

ものやカ・ら…．．ご

N ：自由集会したらい

いんとちゃうカーなご

o：ちょっとノ、 ドヒ

ゃない？

K ：日本人向きゃねえε

それよ＇）弁当たべ

なカtらのラウンド

テープルそしてみ

たら？

E ：きちん ξしたタイ



ムテーブルがある Eき；玄れな』 . c 

o：昼ご飯食べながら話してる時

問l二大切だ E思すこ今日はキ

ツかったわさ畳カfああいう使

われ方そしてしまうたから 2

余裕が必要よねえご

E：学生にとってはオ7 タイムに

エライ先生E話しができるの

カミ＇も . ！：：思う－

K: ;t＇.スタ 会場でワイン Eビール

をだすと言うのはどうかな 3

それで夜の10時くらいまでや

うたら 7ウィスコンシンσ)lE 

Cがそうやうたけど、中で飲

めるとこがあったぼうカ＇. 』、L～
E；去年はピライきんが来て、今年はメラ一、

来年は？

κ：外国の研究者の参加はすごく刺激になる

と思うーぞやけを？国際シンポは 4年に 1

回で、大会に重なる ti主眼らない己

o：女性研究者を呼びたい＝貯食の神経生理

してるニリキィ・クレイトンとかε

K：マ 1）オン・ベト IJーは 9

o：ノ〈ソト・モニノ、ン／

K：知らん・＇ i笑）

o：ヒゃ、ケチェルニクはヲ

K：あいつ性格悪いて、イギ 1）スに行ヮ Eっ

たHきんが言うてたでご

E：九大に来たこ Eあるよニ

M ：今回、レろんな分野の人が来て〈れたの

が、 よかった号デヒ：－；， ド・・・・・・とかc

K：一子＂＇：：＇ ド・アシトウ司個生研で眠田 E芸

や勺てた奴でしょニ

o：今まで、鳥の生態中心すぎた気カζするご

もっと他の分野にも目を向けることが大

切ヒゃないヲ

参加者

M ：とこうで何人くらい来てた’

K：名札に 276というのがあった；tt＇、あ H

人数カーなヲ

M.若い人が多カーうたわねえー

K：ぞうニメチ干クチャ若いであれば何 9

覆面座談会

ーーペ ’ 

Iげシラは中年ヒゃ FI 

E：北大が増えたから Eちゃうかなー北大正

つくばは増えたけど、九大は減ってるご

M：愛媛大も多カ・勺たでしょ＝こんな Eころ

に大会が地方を回ることの意味があるん

じゃない？

o：四国の他の県はヲ

E：あんま 1）関連講座がないから…・

K；学会に入つてないけ竺参加する学生が多

いん Eちゃう b・なコ学生会員は20何名か

やでこ

上越大会への注文

M ：エキスカーションはぜひや勺て欲しι・な

K：温泉は？ ＇笑，

o：；地域を知るいい機会がエキスカーション

地元の人がガイドしてくれるの刀川ゐいと

思うと

お願い
現在、訟はモズEアカモズの種間関係の

研究のため、モズとアカモズの死体もしく
は、ハクモイを必要Eして』 ，ますーもし、こ
れらを石持ちの方：立下記までご連絡お履い

します三

〒060北海道札幌市北区北10条西 5丁目
北海道大学大学院環境科学研究持

高木昌輿
TEL. 011 (716) 2 1 1 1 内 122641
FAX. 011 (746) 5 1 3 6 

¥ E-mail ad.! l¥lasaoki Takagi 0c;enι5 

hines @ xmail-gw. sys. hokudai. ac. Jp ・ 
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国際モズ類シンポジウム

第 1回国際モズ類シンポジウムに参加して

去る 1月ll日から15日まで、フロリダのア

ーチボルド生物学研究所において第一回国際

モズ類シンポジウムが聞かれた。開催地がフ

ロリダということもあり、北米地区の参加者

が半数以上を占めていたがもアフリカ、ヨー

ロッパ、アジア、ロシアなどモズ類の分布し

ている主要地域、 25ヵ国から92名が参加した。

日本からは大阪市立大学の山岸哲さん、北海

道の小川巌さんの両ベテランモズ研究者とビ

ギナーモズ研究者の訟の3人が参加し、昨年

までポスドクで山梨大学に在籍きれていた

Carola A. Haasきんも参加きれた二

一般講演はすべてモズ類に関連したもので

49本あり、テーマごとにまとめると（以下カ

y コ内は本数）進化・分類・生物地理4）、繁

殖生態（7）、社会生態（5）、一般生態｛8）、個体群

の現状と傾向側、飼育下での繁樹4）、研究技

術（2）となる 3 テーマごとに発表本数を比べる

と現状と傾向という項目の本数が群を抜いて

いた 2 この研究は主にモズ類の経年的な個体

数変動の調査から、その個体教の減少帽向に

着目し、モズ類の生息場所がどのような状況

にあるのか、またモズ類の生息場所を取り巻

〈社会的な情勢がどのようになっているのか

という観点からの発表であった＝また、飼育

下の繁殖に関する講演には、個体群の維持が

危機的な状況になったサンクレメンツ島に固

有なアメリカオオモズの 1亜種の個体数回復

プロジェクトに関する報告が含まれていた 3

世界のモズ類研究者の多くはモズ類を対象に

して保全生物学的な研究に興味を示す傾向が

あるようだコ研究技術の講演はT.C. Grubb. 

Jr.氏によるもので、尾羽の伸長に伴って羽の

上面に羽軸に対して直角に現われる暗色線に

よって鳥の栄養状態を査定する技術の紹介で

あった。この講演は全員参加の実習付きであ

っ？こ 3

訟は小川きんと共著でモズとアカモズの種

聞なわぱりと両種の利用資源の重複に関する

高木昌興

講演を行なった（実のところ口頭発表は園内

外を通じてはじめての経験だったので一体ど

うなってしまうかと心配していたのだが聞き

直ってやった)c発表後にはアメリカオオモズ

とアメリカチョウゲンポウの種間関係を研究

している方々と意見交換ができ、台湾とロシ

アでアカモズの研究をしている方々からはい

くつかの質問を受けたτ

また、一般講演の他に数ヵ国の大学教授に

よって特別講演が行なわれた＝山俸きんI±~マ

ダガスカルのオオハシモズ類’の講演をなきれ、

その中のオオハシモズ類の噴の形状とニッパ

ーなどの工具を対応きせた写真はそのアイデ

アの面白きから会場内を一気に沸き上がらせたご

G. E. Woolfenden氏は20年間におよぶフロ

リダヤブカケスの個体群動態をフロリダに特

徴的な野火による植生の更新と結びつけて講

i寅きれたこ

会期の後半に用意された Researchand 

conservation prioritiesと題きれたディスカ

ッションでは、本当にモズ類は世界的に減少

しているのかという点について多くの研究者

が意見を述べ合ったご最終日にはこれを受け

て、 International Shrike Working Group 

が発足し、世界の様々なモズ類に共通な方法

で個体数と生息場所の状況を把握できるよ

うなモニタリングシステムを作ろうというこ

とで第一回国際モズ類シンポジウムは閉幕し

た。

P. S.このシンポジウムは会期を通してア

ットホームな雰囲気が持続きれリラックスし

て過ごすことができた＝そして、話を聴きた

い、したい人と十分に時間を過ごすことがで

きた 3 小きな会合の大きな利点であろう二帰

国してしばらくすると、世界各国の研究者か

ら色々別刷りや手紙が送られて来る 2 無理を

して参加した甲斐があった 3

（北大・大学院・環境科学）

-8-



コスタリカ通信

コスタリカ通信
(3異国での第一歩

2月にコスタリカに来た時、東京で貿った

明 A Guide to the Birds of Costa Rica” 

が私の唯一の資料だった＝住居が落ちついた

翌日カーら、 Xikonの 7×35）：：、このガイドを手

に大学の周辺や近くのフィールドを歩きまわ

ったが、このカ’イドの桧はお世辞にもうれ‘と

は言えず、議別ボイシトを示す矢印はなく、

ただひたすら似たような絵がずらリ正ベ ジ

に並んで』＆るつ加えて分布図がないご先号で

も述べたように留鳥が多いが各種の分布は広

〈ごいー特に近縁種｛ま分布が！lEんr重らな

い、また鳴き声を違えている場合が多い二だ

からそこら辺をうまく使えば、それだけでか

なり種類がしぼっこめるのだが、土地勘が全

くなく分布がよくわからない己またホclear

whistled scratchy dweer命などE書かれで

もと’んな声なのか見当もつカaない士最初の 1

ヶ月、 30mの林冠部を移動するほう大なアメ

IJ；ウムシクイの群れと一瞬で目の前を通ワ過

ぎるハチドリの賃きに惑わきれ、きらに意志

の十分に通じないスペイン語の壁に自信喪失

し不安止焦りで、ほう然と過ごしたーその後、

1種 1種と確認し、数種の文献から鳥相区と

その変化の要因εなる降水量と高度、きらに

r、チド IJなどは自分で分布図を作I）、 2ヶ月

後 100種を確認したあたワから、なん正なく

関連学術集会

1993年

直木一弥

輪郭がつかめるようにな1 またスベイン語

も、生き残るには図らない程度には上達したニ

その中て＼初めて一つの国の鳥相を気候、地

形、地史、植生との関係カ・ら体系的に観る機

会に恵まれたことは本当に大きかうた ξ思

7' 

日本に』‘た時、ただなんとなく自分の住ん

でいる土地での季節と共に変化する烏相を見

ていたfごけで、その鳥相が日本の、旧北区の

世界の烏相の中でどういった位置をしめ、特

徴を持っているのカa考えたことがなかった＝

今、日本から遠〈離れて少し怠の土地の鳥相

が見える気がする z

｛コスタ I｝；力大学在学中 J

+12月I-3日 第16匝極地生態学シンポジウム｛極地研： no.48)

+12月3～ 5日 動物行動学会大会（静岡大：本号）

1994年

+1月22～23日 津戸基金シンポジウム（立教大：：本号）

+1月22-23日 第 4回オオタカ保護シンポジウム（栃木県小山市1

+1月28日 公開講演会「鳥の限カらみた水辺の環境 日本正ヨーロ y ノミの比較・3月28～ 30日 日本生態学会大会（九州大：本号） （大阪：本号・8月14-20日 第 5回国際行動生態学会議（ノソティンガム： no.48)

+s月20～ 25日 第21回国際鳥学会議｛ウィーン： no.48) ・8月20～ 26日 第 6回国際生態学会議（マンチェスタ : no. 48) 

関連分野の学会大会・シンポに関する情報をお知らせ下き』.（〆切： 2カ月前）

9 



学荷集会情報

公開講演会「鳥の眼からみた水辺の環境一日本とヨーロッパの比較」
1994年 1月28日幽に上記の講演会（主催：淀川におけるオオヨシキ I}調査グループ）が聞か

れますごプログラムは以下の通りですこ参加は自由、無料3 来聴歓迎ご

日時： 1994年 1月28日幽 14: 00-16: 30 

場所：大阪市立大学文化交流センタ一大ホール

（大阪駅前第 3ビル16階、 JR大阪駅から徒歩5分）

プログラム：

1.山岸 哲（大阪市立大学教授）日本の水辺環境と鳥類群集己

2. Andrzej Dyrcz （ポーランド Wroclaw大学教授）

Present situation and conservation of the riverside and other waterside environ-

men ts/ ecosystems. as well as of their avifauna in western and central Europe （中

西部ヨーロッパにおける河畔・水辺環境とそこに生息する鳥類の現状と保全）三（通訳あり）

合Dyrcz教授は、ヨーロッパのヨシキリ類についての長年にわたるすぐれた生態研究で有名な

方であリ、近年は湿地の保全の分野でも活躍きれていますっ

問い合わせ：干669-13 兵庫県三田市弥生が丘6丁目

姫路工大・自然環境科学研／人と自然博

江崎保男 TEL 0795 (59) 2021 FAX 0795 (59) 2015 

遣戸基金シンポジウム

小笠原における最近の鳥類研究
今年度の津戸基金シンポジウムを下記の要領で行ないます含小笠原は興味深い鳥学のフィー

ルドでありながら、交通の不便きなどもあって、長期にわたる野外調査などは行なわれてきませ

んでした。しかし、近年、小笠原をフィールドに何人かの研究者が鳥学研究に取り組んでいま

す♀今回のシンポジウムl土、小笠原で最近、どんな研究が行なわれているかを紹介し、併せて日

本て唱監ーの大洋島小笠原諸島の鳥類の現状と保護の問題点を考える場となれば、と思って企画

しました3 呼掛け人：上回恵介

日程： 12月18日仕）～19日｛日）

場所：立教大学 5号館5223教室

1日目（土：午後） Part I：メグロの生態と地位、及び他種との関係

森岡弘之 小笠原の鳥類の起源とメグロの分類学的位置

樋口広芳 メグロの行動圏と繁殖生態

上回恵介・唐木雅徳・佐藤英樹・メグロのセンサスと個体数推定

漬尾章二 本土のウグイスとハシナガウグイスの社会構造の違い

コメント

1. メジロ、メグロ、ウグイスの営巣場所選択と一腹卵数（長野康之）

2. メグロとメジロの採食空間の違い（池田昌枝）

2日目（日） Part H ：小笠原の鳥の現状と保護における問題点

子葉勇人小笠原で繁殖する海鳥

上回恵介・長野康之・唐木雅徳 小笠原におけるメジロの盗蜜行動

千葉勇人・船津毅 オガサワラノスリの現状

鈴木惟司 オガサワラカワラヒワの現状

千葉勇人小笠原に定着したモズ

- 10一



学術集会情報

日本動物行動学会大会
12月3～ 5日に日本動物行動学会第12回大会が静岡大学（教養部・教育学部）で開催きれま

す2 講演申し込みは終了していますが、当日参加は可能です（学会員以外も可lo参加費は3500

円＇ 3日がシンポジウムとラウンドテーブル＇ 4・5日がポスタ 発表と一般講演で、プレぞ

ンテーションの仕方につレてコンテストがあるそうです二

問い合わせは、干422静岡市大谷836静岡大学・教育学部・生物学教室内、

第12回日本動物行動学会大会事務局（TEL : 054-237-1111、内4561 河田雅圭J二

日本生態学会第41回大会
1994年 3月28～ 31日に日本生態学会第41回大会が九州大学（文系キャンパス講義室jで開催

きれますこ講演は学会員に限られますが、一般参加は可能ですご申し込みは12月16日〆切ご

参加費：立5500円（当日は6000円j、懇親会費は5000円です士問い合わせは、

〒812福岡市東区箱崎6-10-1 九州大学・理学部・生物学教室内

日本生態学会第41回大会準備委員会

( TEL : 092-641-1101 内線4418、FAX:092 632 2741) 

成未編集委員の

若手研究者インタビュー ( I 0) 

1991年秋仁、立教大学で鳥学会が開催きれ

シンポジウム「鳥正木の実の共進化」を興味

深〈聞カーれた会員も多i と思われる ζ その時

のバネラーの一人が、当時筑波大学・斉藤隆

史先生め研究室に在籍していた福井品子きん

である 4

福井きんの研究テーマは、植物と動物が相

互に生かし合い、支え合っている関係をとき

ほぐすことにある， 1993年春には、北海道大

学のドクタ コースに進学きれたが、その前

に立教大学の月倒勉強会て＼これまでの研究

内容についてお話して頂いた＝その内容を簡

単にご紹介したい

植物は、移動能力が乏しいので動物の子

（ロヲ）きと倦ηて、ょ η遠〈に分布を広げよ

うとしている。一方動物は、植物（果実jを

食べて生き、その種子を誹法することによっ

て種子を散布している。このような植物E動

植の相互作用を、野外と実験室でとヨド 1）を

使って調べてきた

ヒヨド 1)b；＇食べた種子のほ正ん竺は、 30分

から60分で排出されたる種子カ｛，j、き L. ほど、

また量が多いほどすべて排出しきるまでに時

間がカ4 カうた 2 つま＇）、排出きれるまでの約

1時間が、ヒヨド 1）が種子を散布する範囲で

あリ、 t、きレ種子ほど遠くに運ばれる可能性

があるごこれは、直線距離にしておよそ300m

の散布距離であったと L寸ーきらに興味のあ

る方：二、是非福井さんの近著「ヒヨドリによ

11 

」、〈 L、 あき 二

福 井晶子さん
る種子散布」 （平凡社発行の地球共生系シリ

ーズ第 5巻：動物と植物の利用しあう関係13

章）をご覧頂きたいc

鳥の種子歓布左レえども意外に狭い範囲で

あることに驚かされるご都市林の林床に多レ

アオキな t• も、ヒヨドリの仕業である。鳥類

が、森林形成仁左「のように関わっているのか

大変興味深い問題であるミ動物を知るために

は、植物EL寸バックグラウンドを知るこ E
が必要にな 1）、植物は動物というフィルター

を通すこ正によって種子の大ききや色が、意

味あるものとして浮き彫りにきれるz このよ

うな植物と動物の境界領域の研究が、専門領

域の 1つEして、発展していくこ左を期待し
たレ戸

I > 恒戸司隈ぎきも3司

h、トマ揖議~｛））］
r:i酔；；晃一－ ,Y＇合Z}1 
I . - -·-~-- ~＂芳三司
｜く－ ", ,- -I 
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会員の皆様へお知らせ

学会事務局が11月 1日より移転しました。
新事務局住所

干558

大阪市住吉区杉本3-3138大阪市立大学理学部動物社会学研究室気付

日本烏学会事務局

TEL : 06 605-2607 FAX : 06 605 2522 

会費の振込口座は従来通りの口座番号で変わりません。

〈御寄付への感謝〉

高槍敏夫、宮城正吉両氏からそれぞ＇ il5.000円の寄付をいただきました士有難うごき仁レますニ

鳥学基金に加えましたご ll8会計幹事J

ちょっと長めの編集後記

・IO人の若手研究者の方々正、ご愛読下きった皆様l二心から感謝して居ります l成jこ

・たうた 3回しか編集のお手伝レができなかったのは少し残念です＝これからはどんどん投稿

しナ、新しい編集の方々を困らせてみようと思います（GoJ,

・ちょうど10号分のニュ スの編集を手伝ってきたわけだが、怠自身は発行を間に合わせるこ

Eや体裁を整えることで精一杯だった。今になってみる E、もっと遊び心そ持って編集にあた

ればよかった E思う 1花 jc

・JII内きんカーら編集幹事をひきついで』3年三若い人

たちにとって魅力ある学会、活発な議論ができる学

会になるように、誌面をつくってきたつもゆですご

rこまてて・きたかわかゆませんが、今年の松山大会で

の若い人たち（怠は中年です｝の活躍を見ると、や

ってきてよかったなと思いますご長い間、ご声援あ

1）がεうございました（ K，ご

尚、事務局が大阪市大へ移るに Eもない、ニュー

スの編集は来年からは呉嘩の江崎保男きんに引き継

がれます

原稿送リ先は、

干66913 兵庫県三田市弥生が丘 6丁目

姫路工大・自然環境科学研／人と自然博

江崎保男

(ff0795-59-2021、FAX.59-2015) 
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